
 

＜竹中平蔵 世界塾＞説明会開催  

「弱体化する日本の競争力。グローバル人財の育成が急務」  

竹中氏が高校生を直接指導 

早稲田塾(代表：相川秀希、本部：千代田区)と竹中平蔵氏(慶應義塾大学教授)が 2012 年 5 月に開講する＜竹中

平蔵 世界塾＞の開講説明会ならびに特別公開授業が、2月 5日(日)早稲田塾秋葉原校にて開催されました。＜世

界塾＞は、竹中教授が高校生を直接指導。英語による講義や討論、発表などを通して、実戦的な英語力､国際的

な視野を持つマインドセットなどを養い、次世代のグローバルリーダーを育てます。教授は、詰めかけた高校生

とその保護者たちに向けて、国際社会における日本のあり方や、＜世界塾＞が目指すグローバル人財像について、

熱く語りかけました。 

◇ 

早稲田塾ではこれまでにも､大学教授との共同研究「スーパープログラム」､環境保全や貧困問題といったグロー

バルな課題に取り組む「塾育プログラム」など、独自のプログラムを実施してきました。「日本を担うグローバ

ルな人財を育成したい」という、竹中教授と早稲田塾との思いが一致し 5年の構想期間を経て＜竹中平蔵 世界

塾＞が誕生。ついに 2012 年 5 月、開講することとなりました。 

 

出遅れた日本のグローバル教育。牽引するリーダーを育てる＜世界塾＞ 

 

  

 

  

 

 

大学受験を越えた、そして日本の大学を最終目標にしない、グローバ

ルな生き方をしてほしい。帰国子女でもない地方出身者の私がここ

までできたのだから、今ここにいるみんなも私レベルになれるし、

必ずそれを越えられる。 

ここ 10 年あまり、世界の国々は、グローバル教育で自国を強化して

きました。一方 “ゆとり教育”を行っていた日本は、グローバル化

の流れに完全に出遅れてしまった。デジタル化が進み“フラット化”

する社会では、もはや日本の競争力は弱体化してしまっています。

今後は、イノベーションを生み出し、右肩上がりの社会にしていかな

ければならないのです。皆さんには、日本人としての誇り、アイデ

ンティティをしっかりともちながら、“グローバルアジェンダ（世界

規模の課題）”の解決に貢献できる人財になってほしい。 



 

＜世界塾＞模擬授業 ～諸問題に向き合う積極性を身につける～ 

 

＜世界塾＞の展望が語られた後は、教授による模擬授業が行われました。話題は、先日開催され、竹中教授も参

加したダボス会議の、今年の議題であった EU のユーロ問題からはじまり、その世界的影響へと発展。さらに、

2008 年に起こったリーマン・ショックによる世界的な不況や、日本の GDP への影響などにも触れていきました。

質疑応答の時間には､｢消費税増税に反対である｣という、教授の発言に対しての質問も。日本、そして世界の最

前線が舞台となるプログラムに、参加者たちの関心も一段と高まりました。 

 

 

 

 

 

【＜竹中平蔵 世界塾＞開講説明会＆特別公開授業は、下記日程にも実施します】 

日時：3月 11 日（日）14:00〜16:00  

場所：早稲田塾 秋葉原校にて 対象：高校生とその保護者 参加費：無料 

申込みは早稲田塾公式サイトより 【 http://www.wasedajuku.com/ 】 

テレビや新聞などで見聞きしている、何気ないニュースに対し、“これ

ってどういうことなんだろう”と興味を持つこと。細かい知識ではなく、

大きな枠組みで世界をとらえること。そして、自分の頭で考えて自分の

意見を持ち、それについて他人と議論を重ねること。これを普段から心

がけてください。問題解決に積極的な姿勢を持ってほしいし＜世界塾＞

を通してその力を身につけてほしい。 

竹中 平蔵 教授(たけなか・へいぞう) 

小泉首相のブレーンとして政権の中枢を担い、今後もその活躍が期待される日本を代表する経済学者。慶應義塾大学教授。1951 年

生まれ。和歌山県和歌山市出身。1973 年一橋大学経済学部卒業。大蔵省財政金融研究室主任研究官、ハーバード大学客員准教授等

を経て、1996 年慶應義塾大学総合政策学部教授。1998 年より「経済戦略会議」「IT 戦略会議」「IT 戦略本部」のメンバーとなる。

2002 年金融担当大臣・経済財政政策担当大臣。2004 年参議院議員当選。経済財政政策・郵政民営化担当大臣。2005 年総務大臣・郵

政民営化担当大臣。2006 年に参議院議員を辞職、政界を引退。現在は、慶應義塾大学教授のほか、グローバルセキュリティ研究所

所長、社団法人日本経済研究センター特別顧問、アカデミーヒルズ理事長等も務めている。主な著書に「研究開発と設備投資の経

済学」、「対外不均衡のマクロ分析」、「日本･大災害の教訓」（東洋経済新報社）、「マトリクス勉強法」（幻冬舎）、「14 歳からの経済学」

（東京書籍）など多数。 

本件のお問合せ先 : TEL 01205-01205 担当：赤坂、武藤（jukuiku@wasedajuku.com） 

早稲田塾（本部）千代田区六番町 6番地 4 

◆早稲田塾＝1979 年に誕生した、「現役高校生のための塾」のパイオニア。現在、東京・神奈川に 15 校および５つの専門指導館

を展開する。偏差値ではなく、人財育成の理念に基づく、将来の職業選択までを見こした指導が評価され、オリコン「顧客満足度

の高い塾・予備校ランキング」で 6年連続 1位を獲得している。 


